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2026年４月期決算短信の開示が期末後50日を超えたことに関するお知らせ 

 

当社は、本日2026年４月期決算短信の開示を行いましたが、当該開示が決算期末後50日を超え

た理由及び今後の決算開示について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．決算短信の開示が期末後50日を超えた理由 

当社は、2026年４月期事業年度の末日後である2026年５月８日に会社更生手続開始の申立て

を行いました。これに伴い、2026年４月期事業年度の決算において、減損会計に係る検討、継

続企業の前提に関する注記、重要な後発事象その他の開示事項について、会社更生手続開始の

影響を踏まえた慎重な検討を行う必要が生じました。 

また、これらの事項について、管財人、当社及び会計監査人との間で確認・協議を行う必要

があったことから、決算手続に時間を要し、決算短信の開示が決算期末後50日を超えることと

なりました。 

 

２．今後の決算開示について 

2026年４月期の翌事業年度である第41期は、会社更生手続開始の決定により、会社更生手続

開始の時に事業年度が終了したことから（会社更生法第232条第２項）、2026年５月１日から同

月８日までの８日間の変則的な事業年度となります。そのため、第41期の決算内容には会社更

生手続に伴う影響が生じ得ます。当該影響は、管財人による更生計画案の提出(提出期限:2026

年９月７日)までその内容を確定することが困難であるため、第41期の決算短信は、更生計画案

の提出後、決算内容が確定次第速やかに開示することを予定しております。 

 

株主・投資家の皆様をはじめ、関係者の皆様におかれましては、ご迷惑とご心配をお掛けして

おりますことを深くお詫び申し上げます。 

 

以 上 


